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多摩交流センターだより

多摩交流センターだより

足で知る多摩の魅力ガイドウォーク事業1

平成26年7月1日、多摩交流センターは開設20周年を迎えました。
これを記念して、「武蔵野台地と水」をテーマとした体験型イベントを実施しましたので、その様子をご紹介します。

　本ガイドウォーク「足で知る多摩の魅力」では、文字通り「足で歩いて」、「多摩の魅力」を再発見していただくことを目
指しました。普段私たちが暮らしている多摩にも地域ごとの特性があり、見慣れた光景を改めて見ると「新しい魅力」が
発見できたと思います。多摩交流センターは今後も、多摩に眠るたくさんの魅力を発信できるよう努めていきたいと
考えています。

　東久留米市は古多摩川の作った扇状地上に位置し、地下には
多量の地下水が流れているため、武蔵野台地の中でも湧水が
豊富な所です。本コースは、環境省が平成20年に選定した「平
成の名水百選」に、東京で唯一選ばれた同市の落合川・南沢湧
水群を中心とした約8kmを約5時間かけて、日本ウオーキング
協会上級指導員をガイド役に歩きました。参加者は39名。黒目
川や落合川の川べりでは、東京の町中を流れる川とは思えない
程澄んだ流れに驚きの声が聞かれました。また、竹林公園や南
沢湧水地では、崖下から清らかな水が豊かに湧き出る様子を見
ることができました。参加者からは、「水辺のある風景は気持ちがいい」「東久留米市がこんなに湧水に恵まれた所という
ことを初めて知った」「距離・時間も丁度よく、多岐にわたる話がきけた」などの感想をいただきました。

　玉川上水は、人口の増えた江戸の水不足を解消する目的で
1654年に玉川庄右衛門・清右衛門兄弟が完成させました。多
摩川の水を羽村の堰から引き込み、四谷大木戸までの43km
を、わずか約8か月で開削したといわれています。玉川上水は
途中多くの分水が引かれ、水の乏しい武蔵野台地の開発にも
大きく貢献しました。本コースは、当センター登録団体「歴史の
道を歩く会」会員をガイド役として、参加者37名が約5時間か
けて玉川上水駅から小金井橋までの約8.5kmを歩きました。
かつて多摩川から引かれた水を満々とたたえた当時の玉川上
水の写真や、明治初期に2年間だけ許可された船による物産運
送の様子など、興味深い資料やガイドからの解説に、参加者は熱心に耳を傾けていました。「玉川上水の歴史に触れるこ
とができた」「玉川上水にかかる橋の名の由来を知ることができ有意義だった」「玉川上水の緑が美しかった」などの感想
をいただきました。

『平成の名水百選』
落合川・南沢湧水群を歩く

玉川上水の
歴史を紐解く

コース

1

コース

2

10月18日

10月28日

▲竹林公園　湧水の池

▲玉川上水　船溜り跡（船着場）
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　本紙８月号（№011）で募集した「第１８回 多摩の歴史講座」
（当調査会・たましん地域文化財団共催）は平成26年９月２６
日から１１月２１日にかけて隔週金曜日に全５回の講座を開催
し、４０歳代から８０歳代の１００名を超える多くの受講生の皆
様にご参加をいただきました。

　この講座は、本年度の多摩交流センター開設20周年を記
念するイベントのひとつとして、記念事業のメインテーマ「武
蔵野台地と水」を考察するために、玉川上水とその分水にス
ポットをあてて実施したものです。
　第１、２、３、５講は国分寺労政会館で、第４講の見学会は三
鷹市の大沢の里水車経営農家（新車）と周辺の史跡を見学し
ました。

  今回の歴史講座でご講義いただきました講師の先生、参加されました受講生の皆様に厚くお礼申し上げます。
次回も皆様の興味を引く講座を計画しますのでご期待ください。
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多摩交流センターだより

第18回 多摩の歴史講座事業2

▲毎回、充実した講座でした。

「玉川上水の分水の利用―江戸時代から近代―」では、産業考古学会理事の小坂克信氏から、玉川上水の分水
の成り立ちや歴史について、築樋（つきどい）等の分水路の工夫にもふれた総論的な講義をいただきました。飲
料水、生活用水、田用水や水車の動力源など、さまざまに利用されていた分水について興味深いお話を聞くこ

とができました。

第１講
（９月２６日）

「武蔵野台地の河川と水環境」では、青梅市文化財保護指導員の角田清美氏より、武蔵野台地上の河川を「狭山
丘陵」「台地上の任意の場所」「台地周辺の段丘崖」ごとにそれぞれの源流の特徴や武蔵野台地形成の歴史を本
講座のために作成した地形・地質の図面をもとに解りやすく講義をいただきました。

第2講
（10月10日）

「多摩の水車のしくみと歴史、千川・三田用水の利用」では、第１講の講師、産業考古学会理事の小坂克信氏に再
登壇いただき、精密な水車のしくみについて峯岸水車の貴重な動画を用いて「水輪（みずわ）、杵、搗き臼等」の
説明をしていただきました。さらに、多摩の水車の歴史や水車の魅力についてもお話を聞くことができ第４講見

学会の基礎知識を得られる講義でもありました。また、千川・三田用水の水利用の歴史についても解説をいただきまし
た。

第3講
（10月２4日）

見学会「大沢の里水車経営農家（新車）と周辺
の史跡を訪ねる」では、三鷹市の「新車（しんぐ
るま）」と呼ばれ、東京都の有形民俗文化財の

指定や日本機械学会から機械遺産の認定を受けてい
る峯岸家の水車についてボランティアガイド（市民解
説員）による解説を受けながら、母屋、水輪や水車装置
等の見学をしました。また「出山横穴墓群8号墓」「龍
源寺」「近藤勇生家跡」など周辺の史跡も訪ねた有意
義な見学会でした。

第4講
（11月7日）

　「分水の現状と今後―熊川分水―」では、福生市文化財保護審議会委員の吉江勝広氏より、「熊川分水」敷
設のエピソードや玉石積の水路、私有地に流れを持つなどの特徴を多数の写真を用いて説明をいただきまし
た。また、国の史跡である玉川上水からの分水をどのように次世代に継承すべきか今後のあり方にもふれた

講義でした。

第5講
（11月２1日）

▲「大沢の里水車経営農家（新車）」見学
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番号 日時 講義テーマ 教授 教場

第975回 2月5日（木）
14：00から 雑誌『暮しの手帖』のテスト（仮題） 加川　厚子　氏

（『暮しの手帖』元編集者）
西東京市民会館

（西武新宿線田無駅北口　徒歩7分）

第976回 2月12日（木）
14：30から 日本画って何？

伊東　正次　氏
（日本画家(日展特選受賞、現在日展会友)、

多摩美術大学絵画研究科修了）

遠隔視聴（サテライト）会場
武蔵野スイングホール10階スカイルーム1

（JR武蔵境駅北口　徒歩1分）

第977回 2月19日（木）
14：00から 音読とコミュニケーション（仮題） 高野　正美　氏

（詩人・フリーライター）
田無公民館

（西武新宿線田無駅南口　徒歩3分）

第978回 2月26日（木）
14：00から

大河紀行　荒川～秩父山地の水源
から東京湾まで180余キロ踏破記録

伊佐　九三四郎　氏
（紀行作家・登山家）

田無公民館
（西武新宿線田無駅南口　徒歩3分）

☆申し込みは必要ありません。直接会場へお越しください。
[問合せ先]　TEL 042-465-3741（浅田）　　TEL 0422-52-0908（菅原）

（会員は受講料無料・会員外は2月12日を除き、１回につき500円）

NPO法人全国生涯学習ネットワーク・公益財団法人東京市町村自治調査会共催
後援：武蔵野市教育委員会

特定非営利活動法人

東京雑学大学

多摩発・遠隔生涯学習講座

2 月 講 義 案 内

1・2月予定の講座案内

インターネット
放送による

日　時	 平成27年1月8日（木）　14：30から約1時間
題　名	 地域と生涯学習～市制100周年へのチャレンジ
講　師	 間宮　章　氏
	 （八王子生涯学習コーディネーター会名誉会長）
内　容	� 私どもが活動の基盤としている八王子市は、平成

29年度に多摩地域で初めて市政施行100周年
を迎えます。この100周年にあたり、新しい市民
意識の創生を目指し、生涯学習をベースとした記
念事業の展開を、協働で実施する提案をしていま
す。市民の多様な発想を盛り込んだ記念事業に
向けてのチャレンジを、具体事例をもとにリポート
します。

日　時	 平成27年2月12日（木）　14：30から約1時間
題　名	 日本画って何？
講　師	 伊藤　正次　氏（日本画家（日展特選受賞、現在
	 日展会友）、多摩美術大学絵画研究科修了）
内　容	� 日本画の展覧会場で「日本画って何ですか？」とい

う質問を受けることがあります。その折には、「画面
に顔料をくっつけているメディウムが違うんです。油
絵は顔料を油で、日本画は顔料を膠で接着します」
と申し上げます。でも、その説明は正確ではない。い
え、かなり怪しいのです。さあ、「日本画って何？」ご
一緒に考えてみませんか。

○受講料　無料（ただし資料代100円）　　
○メイン会場　�多摩交流センター 第2会議室（申し込みは必要ありません。直接会場にお越しください）
○サテライト会場　武蔵野市かたらいの道(1月8日)、武蔵野スイングホール10階スカイルーム1(2月12日)
○ライブ中継・VOD視聴について　
　�多摩発・遠隔生涯学習講座のホームページ（http://zsgn.dp-21.net/tsgn/）から無料で、当日の講座の視聴（ライブ中

継）や過去の講座を視聴（VOD視聴）することができます。
問合せ先：TEL 080-3427-9848（高原）　TEL 0422-52-0908（菅原）

131回 132回
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日　時	 平成27年２月８日(日)　13：30～15：00　(開場13：00)
場　所	 ひの煉瓦ホール（日野市民会館）�日野駅、又は高幡不動駅からバス、もしくは日野駅から徒歩15分
内　容	� 今回のテーマは、ずばり「楽しいブラス、そしてカーニバル」音楽あり、語りありの楽しいコンサートです。
	� あの有名なクラシックから、映画音楽に、ＪＡＺＺやラテンミュー

ジックまで、うきうき、わくわくするような音楽を集めてみました。
もうすぐ春かなって感じる、うららかな日曜日の午後、ぜひぜひ
歌って踊ってください。親子で一緒になって楽しめるコンサートに
なるように、がんばって準備をしています。私たちと幸せなひと時
を共有しませんか？

入場料　無料・全席自由　
【主　催】	八王子市民吹奏楽団
【問合せ】	TEL 042‐648‐7346（森）　E-mail：hatisui@gmail.com 
URL：http://music.geocities.jp/hachiojishiminsuisogakudan/index.html

多摩交流センターだより

ひのはらの魅力発見！　－払沢周辺クイズチャレンジ！！－

八王子市民吹奏楽団　ファミリーコンサート in ひの

日　時	 平成27年2月１日(日)　10：00～15：30
場　所	 NPOのお店四季の里　ログハウス内　払沢の滝入口バス停　徒歩５分
内　容	� 東京都で島しょ部を除いて唯一の村「檜原村」にある、東京都に１つしかない日本の滝百選に選ばれている滝「払

沢の滝」。檜原村や、払沢の滝のことをみなさんはどれくらい知っていますか？
	� 冬には凍り、夏にはライトアップされる払沢の滝を中心に、檜原村の魅力を集めたクイズを作って、２月１日に檜原

村にある地産地消のお店「NPOの
お店四季の里」のログハウス内に
て挑戦者を募ります！参加賞もあ
るので是非来てください！

参加費　無料
【主　催】	ひのはら魅力発見隊
【問合せ】	ひのはら魅力発見隊代表　佐藤直
　　　　TEL 090 ‐7100‐7597
	 E-mail：sato@fujinomori.net

広域的市民ネットワーク活動助成事業紹介

☆ 多摩交流センターは、広域的市民ネットワーク活動の支援、多摩地域市民交流の場の提供等
　 を目的として活動しています。

府中駅
→宿新至子王八至←

大國魂神社↓

府中グリーンプラザ

甲州街道（国道２０号線）

武蔵府中
郵便局

スカイナード

寿町一丁目交差点

府中駅北第２庁舎６F

り
通
木
並
き
や
け

多摩交流
センター

信託銀行

ご注意：駐車場はありません

（公財）東京市町村自治調査会　多摩交流センター
〒183-0056 府中市寿町1-5-1 府中駅北第2庁舎6階
TEL 042-335-0100　FAX 042-335-0127　Eメール tama001@tama-100.or.jp
ホームページ　http://www.tama-100.or.jp/（自治調査会ホームページ内にコンテンツがあります）

「多摩交流センターだより」の問合せ先
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オール東京62市区町村共同事業

みどり東京・温暖化防止プロジェクト

福生市

　今年の秋は、11月10日(月)に『やなぎ通り』、11
月20日(木)に『国道16号線』の植栽を実施しました。
「ふっさ花とみどりの会」のほか、日頃からプランター
や植樹ますを管理していただいている近隣の商店等
のみなさまや、横田基地有志の方がボランティアで参
加してくださいました。

　福生市では、毎年春と秋に、まちを花いっぱいにする植栽運動を実施して
います。福生市の主要道路である『やなぎ通り』沿いに設置したプランターや、
『国道16号線』の植樹ますに、春はニチニチ草、秋はビオラを植栽しました。

　また、春と秋それぞれの植栽時に市内の各団体（町
会・学校等）に花の苗を配布し、花いっぱい運動に協力
していただく団体を対象にコンテストを開催しました。植
え方や管理の仕方などで“キラリと光る”ものとなってい
る花壇などを表彰し、地域一体となった花いっぱい運動
の推進を図っています。 ▲『国道16号線』植栽の様子

花いっぱい運動

▲

 

最
優
秀
賞
　
学
童
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

かれんとシーナは、み
どり東京・温暖化防止
プロジェクトのイメー
ジキャラクターです。

▲『やなぎ通り』植栽の様子

花いっぱい運動（秋）

花いっぱいコンテスト（春）

シーナ

かれん

　「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」では、自然環境保護及び地球温暖化防止についての普及、啓発を目的と
する市区町村の自主事業に対して助成を行っています。今回は福生市の自主事業について紹介します。
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本紙5月号（No.008）で概要を紹介した平成25年度の調査報告書のうち、5件の単年度調査
報告書について、隔月で詳細を紹介しています。今月号では、「市町村における公文書管理
方法に関する調査報告書」を紹介します。本報告書は、当調査会ホームページ（http://www.
tama-100.or.jp/）にてダウンロードできます。
多摩・島しょ地域市町村の公文書管理方法の実態を調査し、公文書の適正管理・運用や、公
文書館機能に係る施策の検討に必要な取組を明らかにすることを目的に調査を行いました。

【公文書の位置付け・公文書管理の目的等】
・	�文書管理規程において、公文書は「健全な民主主義を支える住民共有の知的資源である」とい
う位置付けと定義を明確にする。

・	��公文書管理の目的に、「現在及び将来の住民に説明する責務を全うする」というコンセプトを
取り入れる。

【現用文書のライフサイクル管理プロセス】
・	�「永年」保存を有期限化（最長30年）し、適正な文書廃棄または公文書館（同等機能を有する施設）
への移管を可能にする。

・	�公文書管理及び公文書館制度に関する職員研修を充実し、職員の理解を深める。
・	�公文書管理の実施状況に係る報告及び監査の仕組みを確立する。
・	�公文書管理の条例化を推進する。
・	�電子メールを含め、安全確実な電子文書管理のための方策立案・ルール化を促進する。
【歴史公文書の移管・保存・利用のプロセスについて】
・	�歴史公文書が確実に公文書館（同等機能を有する施設）へ移管できる評価・選別の仕組みを確
立する。

・	��公文書館をできる限り設置する。それができない場合でも、適切な部門・施設等に公文書館機
能を持たせ、歴史公文書の保存・管理・利用を確実にする。
・公文書管理及び公文書館運営を担当する専門人材の育成を図る。

２．市町村の公文書管理・公文書館制度のあり方についてのまとめ（概要）

１．行政文書及び歴史公文書の管理・運用に係る調査の視点

①地域住民の
権利を守る

住民等
市町村等 行政文書・法人文書

公文書館等　特定歴史公文書等

図書館
・

博物館

②確実に説明責任を果たす
③住民等及び職員が閲覧
　または利用できる

④情報連携

⑤
確
実
に
移
管

⑥
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
対
応

⑨
機
密
情
報
や
個
人
情
報
の
保
護

③
住
民
等
及
び
職
員
が
閲

覧
ま
た
は
利
用
で
き
る ⑩地域の歴史的事件や

　文化的資産を管理・伝承

⑦事務事業等の効率向上

⑧中間書庫の機能と役割
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平成25年度　調査研究報告書の紹介
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※本稿に紹介された調査報告書は、いずれも当調査会ホームページ（http://www.tama-100.or.jp/）に
てダウンロードできます。
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自治調査会の調査研究を振り返る ～最近のトピックスとの関わりなど～

当調査会では、昭和 61年の設立以来、200 件を超える調査研究を実施してきました。対象テーマは、多摩・
島しょ地域の 39市町村からの要望やその時代の行政課題を踏まえつつ、少し先の将来に重要課題となると考え
られる事項を選定しています。
報告書は毎年度、都内全市町村へ送付し、多くの事業の参考などに役立てられていますが、活用方法は各市
町村に委ねられています。それは各市町村が置かれたそれぞれ異なる状況に応じ、実情に即した施策を実施す
る必要があるからです。
本稿では、当調査会の過去の調査研究の一部を振り返り、最近のトピックスとの関わりや、今後の当調査会
が何を目指して調査研究を行っていくのかということについて「市民協働」を題材に紹介します。

１．「公園」を舞台とした地域再生 ～あなたが主役の「好縁」づくり〜 （平成20年度）
平成20年度に実施した標記調査研究では、当時の公園の状況や課題などを市民アンケート等に

より調査し、地域再生に向けた公園のあり方を提案しました。

そのなかで挙げたポイントの一つが「市民協働」です。市民協働とは、「行政や地域に関わる人々な
どが互いに協力し合って、地域の暮らしのニーズなどに対応すること」などとされています。公園の
管理においても、自治体からの支援のもと、花壇の世話など公園の保全愛育を市民が行うといった
活動が実在していました。

しかし、報告書に「市民協働による参加型管理という第三の道」と記述されているように、当時、「市
民協働」の本格的な普及・定着はこれから、という時期でした。

２．市民活動団体等との協働のススメ ～協働のまちづくりの成功の秘訣～（平成21年度）
続く平成21年度に実施した標記調査研究では、自治体と市民団体等の協働の進め方や、行政から

の支援策のあり方などをまとめました。

自治体と市民活動団体等には、各々異なる立場や特性があり、役割分担の設定などはなかなか難
しい作業です。報告書では様々な課題に対する留意点を、①準備②出会い③合意形成④実施⑤評価

（検証）の段階別にQ&A方式でまとめています。

その後５年近くが経過し、掲載データなども少し古いものとなりました。報告書の配布も完了し、取
り組みのバトンは市町村の現場に渡っていきました。

３．市民協働について ～地域力の結集がもたらすもの～（平成26年度）
さらに、当調査会の所在する府中市では、平成26年度に市制施行60周年を迎えたことを記念する10月の式典において、

「市民協働都市宣言」が行われました。このように各地で定着してきた感のある「市民協働」ですが、標記調査においては改
めて市民協働の価値などを考察しました。一方で、まだまだ自治体側の支援体制や施策の充実が必要という課題も調査に
よって浮き彫りになりました。

４．今後に向けて
今や市町村行政における重要なキーワードとなった「市民協働」は行政サービスの補完ではなく、地域社会に意識変革を

促し、地域の課題解決力を高めるものといえます。本稿をお読みの皆様にも改めて市民協働の意義などについて考えて頂
けたら、その一つひとつが良い市町村行政につながっていくと思います。

あるテーマが社会的に注目されるまでには少し時間がかかるものです。当調査会としては、現場である市町村がタイム
リーに施策を展開できるように、「一歩先を見据えて」課題を発見し、調査研究に取り組んでいきたいと考えています。
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当調査会は、毎年度、各種の調査研究報告書を作成し、多摩・島しょ地域市町村等に配布するとともに、ホームページ上(http://
www.tama-100.or.jp/)でも広く公開しています。

この報告書が自治体の現場でどのように活用されているのかについて把握し、今後の調査研究に役立てるため、平成26年7月に多
摩・島しょ地域の39市町村を対象としたアンケート調査を実施しました。

○ ９割以上の市町村で事業に役立てられています
　調査研究結果の活用状況をみると、「毎年度、事業実施の参考
にしている」、「その年の調査研究テーマによって、個別の行政
課題と合致する場合には参考にしている」を合わせ、計 36 団
体（92.3％）が調査研究結果を事業に活用していると回答して
います（図１参照）。

○ 検討の初期段階から報告書が活用されています
　平成 25年度１年間の活用事例をみると、「基礎的な情報、デー
タ等として参考にした」という回答が、21団体（53.8％）を占
めています（図２参照）。
　多く活用された報告書をみると、「市町村の総合計画のマネジ
メントに関する調査研究報告書」が基本計画の策定準備等に、「指
定管理者制度の運用に関する実態調査報告書」が指定管理者の
公募や運用見直しに役立てられています（いずれも平成 24 年
度発行）。当調査会は近い未来に大きな課題となるようなテーマ
を選定し調査研究を行っていますが、全体的に近年発行の報告
書が検討の初期段階で利用されていることが回答から伺えます。
　当調査会では、今回の調査結果を踏まえつつ、引き続き市町
村行政に資する調査研究に取り組み、その成果の還元を図って
いきます。　　　

調査研究報告書の活用に関するアンケート結果

○　2015年あけましておめでとうございます。
	 　オリンピックまであと5年、いよいよカウントダウンに

なってきました。
	 　今年も、当調査会は東京の市町村のシンクタンクとし

て調査研究やシンポジウム、市町村共同事業、広域的市
民活動支援など様々な事業を通じて多摩・島しょ地域の
お役に立てるよう努めて参ります。

○　昨年末には急な衆議院の解散・総選挙があり、あわた
だしい年の瀬になりました。地方は国政の動向にかかわ
らず、日々、市民に寄り添う地方行政に邁進して行かな
ければならないと思います。

○　今年は、その地方行政の大きな流れを決める４年に一
度の統一地方選挙が４月に予定されており、多摩・島しょ
の自治体においても多くの首長や議員が選ばれます。

　　昨年話題になった某県議のような人を選んでしまって
は地域全体が恥ずかしい思いをしますから、住民のひとり
として大切な一票を無駄にせず、しっかり投票して地域の
振興・発展に繋げていきたいものです。

○　話はかわりますが、本
号から「とっておきスポッ
ト」を紹介する「わたげ」の
キャラクターが登場しま
す。

　　多摩と島にフワリフワ
リ飛んで行って、あまり知
られていないけれど魅力
のある地域の穴場を「わ
たげ」がご紹介します。多
摩・島しょ３９の自治体には、まだまだ皆さんがご存じな
いとっておきのスポットや食べ物、特産物がたくさんあり
ます。気軽に出かけて新たな発見をしてみてください。

○　本紙「ぐるり39」も２回目のお正月を迎えました。編集
者一同、より一層、皆様のお役に立つ情報をお届けでき
るよう内容の充実に努めて参りますので、本年もどうぞ
よろしくお願いいたします。	

（Ｍ.N.）

編 集 後 記

今年から、わたげのボク
が多摩と島のいろんなと
ころをみなさんにご紹介
しま～す



　このサロンでは、定期的に企画展示が開催されていて、直筆原稿
や初版本、初出雑誌など様々な貴重な資料や解説文を紹介している
よ。他にも三鷹での太宰の写真やゆかりの場所の地図などがパネル
展示されているんだ。館内は、太宰が訪れた銀座のバー『ルパン』
の店内をイメージしてカウンターも設置されていて、ここに座って
文献の閲覧などもできるよ。
　10:30〜16:30の間はガイドボランティアが常駐していて、太宰の
足跡や三鷹についての展示ガイドも行っているんだ。土日祝日は要
望に応じて三鷹駅周辺の太宰ゆかりの場所への案内もしてくれるん
だって。みなさんもぜひ、ふわっと行ってみて！

みたか観光案内所（みたか都市観光協会）
では、みたか散策マップを無料配布している
んだ。三鷹の魅力をガイドす
る観光協会オリジナルマップ
だよ。太宰治の足跡コースを
含む、エリア別・テーマ別に
お薦め７コースが掲載されて
るよ。
TEL：0422-40-5525
URL：http://kanko.mitaka.ne.jp

［ 情報・写真提供 ］三鷹市生活環境部コミュニティ文化課・生活経済課、NPO法人 みたか都市観光協会

【発行日】平成27年1月1日　　【発行】公益財団法人　東京市町村自治調査会　　【責任者】石井恒利

〒183-0052東京都府中市新町2-77-1 東京自治会館4F　TEL 042-382-0068 

ホームページ　http://www.tama-100.or.jp/

三鷹市といえば、表紙の三鷹の森ジブリ美術館を連想するかもしれないけど、
今回は太宰治文学サロンを紹介するよ。

“ココ”
ご存じ
ですか?三鷹市第4回 

みたか
散策マップ
Mitaka Walking Map

み
た
か
散
策
マップ

発行  ＮＰＯ法人みたか都市観光協会　
協力  三鷹市

M
ita

ka
 W

a
lkin

g
 M

a
p

三
鷹
の
魅
力
を
ガ
イ
ド
す
る
観
光
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ

文学の香り・文化の愉しみ・自然とのふれあい
たの

文
学
の
香
り
・
文
化
の
愉
し
み
・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

文
学
の
香
り
・
文
化
の
愉
し
み
・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

た
の

How to rent the talking pen and how to use it
语音笔的租借申请与使用方法
음성펜 사용 신청과 사용 방법

音声ペンのお申し込みと使い方

エリア別・テーマ別に
お薦め　 コース掲載8

●制作スタッフ
編　　集 ＮＰＯ法人みたか都市観光協会
翻　　訳 横山哲也、（有）P.WORD
音　　声 髙口真由美、原　きよ、小谷野芳文
 劉麗明、安垠姫、 鄭真慧
デザイン 大嶋　徹
 平原かすみ
イラスト 丸山純司
写　　真 古賀親宗
 大嶋　徹
写真提供 馬島　洋［井の頭自然文化園］
 安田知代
 田中利秋［井の頭かんさつ会］

●協力
三鷹市
三鷹商工会
株式会社ジェイコム武蔵野三鷹
三鷹の森ジブリ美術館
みたか観光ガイド協会
武蔵野大学インターンシップ生

（ 西川由里子、濱田知美、張迎、田憶君 ）
渡邊 安浩

三鷹の観光のお問い合わせは

〒181-0013 三鷹市下連雀 3-24-3-101
TEL：0422-40-5525
ＦＡＸ：0422-40-5526
ＵＲＬ：http://kanko.mitaka.ne.jp/

9:00～18:00（定休：火曜日、年末年始） 

NPO法人

みたか観光案内所三鷹駅南口の へ

☎0422-40-5525

制作 株式会社  文 伸
 TEL.0422-60-2211

みたか散策マップ
発行 2010 年 3 月 31 日　初版 1 刷
 2012 年 3 月 31 日　２版 1 刷
 2014 年 8 月 31 日　３版 5 刷

 ＮＰＯ法人みたか都市観光協会
 181-0013
 東京都三鷹市下連雀 3-24-3-101
 TEL.0422-40-5525

4カ国語の音声による解説がこのペンで聴ける！

国旗を選んで
STEP1

なぞるだけ
STEP2

▼

みたか都市観光協会
http://kanko.mitaka.ne.jp/

みたかの情報をスマートフォンで！
この冊子に掲載されている店舗情報や、市内の観光案内を
スマートフォンのアプリケーション「ふらっと案内」でもご覧
いただけます。

GPSと連動させることで、現在地から近い順に見どこ
ろや飲食店などのおすすめスポット情報が表示される
アプリケーション。無料でダウンロードできます。
※「ふらっと案内」はソフトバンクモバイル（株）の登録商標です。

▼Android端末の場合
Google Playで

「ふらっと案内」を
検索し、ダウンロード

▼iPhone、iPadの場合
App Storeで

「ふらっと案内」を
検索し、ダウンロード

無料で
ダウンロード

みたか観光
案内所にて

好評レンタル中!!

ふらっと案内
とは？

7 音声ペンは当日午後６時までにみたか観光案内所にご返却ください。
それではみたか散策をお楽しみください。

7） Have fun exploring Mitaka city!
 Please return the talking pen to the Mitaka-City Tourism Association Office by 6 pm.

7） 请在当日下午6之前把语音笔还回三鹰观光介绍所。
 请尽情享受三鹰之旅。

7） 음성펜은 당일 오후 6시까지 미타카 관광안내소로 반납하여 주십시오.
 그럼 즐거운 미타카 산책이 되시길 바랍니다.

6 音声ペンのレンタルをご希望の方は身分証明書をご提示いただき、
申込書にご記入ください。

6） Please complete the application form to rent the talking pen, and show your 
personal ID such as, passport and driver’ s license.

6） 想要租语音笔的游客需要出示身份证，并填写租借申请表。

6） 음성펜을 대여하고 싶으신 분은 신분증을 제시하시고 신청서를 써 주십시오.

5 音声ペンのレンタル料金は１日100円。
保証金として500円お預かりし、音声ペン返却時に返金いたします。

5） The rental fee of the Mitaka Walking Map talking pen is 100 yen per day, and 
additional 500 yen deposit will be required. The full amount of your deposit will be 
returned when you bring it back to the Mitaka–City Tourism Association Office.

5） 语音笔的出租费为一天100日元。
 出租时，先收取500日元押金，还语音笔时，将此押金退还。

5） 음성펜의 대여료는 하루에 100엔입니다.
　 보증금으로 받은 500엔은 음성펜을 반납할 시에 돌려 드립니다. 

4 次に聴きたい場所のマークをなぞると解説が始まります。

4） To listen to the guided message of the visited site, scan the voice mark on the map.

4） 然后，用语音笔点一下想要听的地方的语音标志，解说就会开始。

4） 그 다음, 설명을 듣고 싶은 장소의 마크에 펜을 갖다 대면 해설이 시작됩니다.

3 まずペン先で国旗マークをなぞり言語の選択をします。

3） Scan the flag on the map to set the language you would like to listen.
 *Japanese flag: Japanese, US flag: English, Chinese flag: Mandarin, South Korean flag: Korean.

3） 先用笔尖点一下国旗标志，选择语言。

3） 우선 펜 끝을 국기 마크에 갖다 대어 언어를 선택합니다.

2 音声ペンのキャップを外し、電源ボタンを長押しします。節電のため、
３分間使用しなければ電源は自動的にオフになります。

2） To start using the talking pen, remove the cap of the pen and press the power 
button for a few seconds to turn it on.  When not in use for three minutes, it 
automatically turns off.

2） 打开语音笔的笔帽，稍长时间地按电源键即可使用。为了省电，
 如果超过3分钟不用的话电源会自动关闭。

2） 음성펜의 뚜껑을 열어 전원 버튼을 길게 누릅니다. 절전을 위해 3분간  
사용하지 않을 시에는 자동으로 전원이 꺼집니다.

1 みたか散策マップは専用の音声ペンでなぞると日本語、英語、中国語、
韓国語による音声解説が聴ける仕組みになっています。

1） You are able to listen to the voice guided messages of the visiting sites in English, 
Chinese, Korean, and Japanese by using the Mitaka Walking Map talking pen.

1） 《漫步三鹰地图册》，用专用笔一点， 就可以听到日，英，中，韩语的解说。

1） 미타카 산책 지도는 전용 음성펜을 갖다 대면 일본어, 영어, 중국어, 
한국어로 음성 해설을 들을 수 있게 되어 있습니다.

日本語 中国语English 한국어

日本語 中国语English 한국어

　太宰治といえば、日本近代文学の代表的作家だよね。38歳と
いう短い生涯の中で、昭和14年9月からの約7年半は、三鷹の下
連雀で家族と一緒に過ごしていたんだって。三鷹はまさに、太
宰の創作活動拠点だったんだね。
　太宰治文学サロンは、平成20年の没後60年と翌年の生誕100

年を記念して、平成20年3月に開設されたんだ。短編
小説「十二月八日」に登場する、太宰が通った酒店
（伊勢元）の跡地にあって、開設以来10万人近
くの方が訪れているんだよ。
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How to rent the talking pen and how to use it
语音笔的租借申请与使用方法
음성펜 사용 신청과 사용 방법

音声ペンのお申し込みと使い方

エリア別・テーマ別に
お薦め　 コース掲載8

●制作スタッフ
編　　集 ＮＰＯ法人みたか都市観光協会
翻　　訳 横山哲也、（有）P.WORD
音　　声 髙口真由美、原　きよ、小谷野芳文
 劉麗明、安垠姫、 鄭真慧
デザイン 大嶋　徹
 平原かすみ
イラスト 丸山純司
写　　真 古賀親宗
 大嶋　徹
写真提供 馬島　洋［井の頭自然文化園］
 安田知代
 田中利秋［井の頭かんさつ会］

●協力
三鷹市
三鷹商工会
株式会社ジェイコム武蔵野三鷹
三鷹の森ジブリ美術館
みたか観光ガイド協会
武蔵野大学インターンシップ生

（ 西川由里子、濱田知美、張迎、田憶君 ）
渡邊 安浩

三鷹の観光のお問い合わせは

〒181-0013 三鷹市下連雀 3-24-3-101
TEL：0422-40-5525
ＦＡＸ：0422-40-5526
ＵＲＬ：http://kanko.mitaka.ne.jp/

9:00～18:00（定休：火曜日、年末年始） 

NPO法人

みたか観光案内所三鷹駅南口の へ

☎0422-40-5525

制作 株式会社  文 伸
 TEL.0422-60-2211

みたか散策マップ
発行 2010 年 3 月 31 日　初版 1 刷
 2012 年 3 月 31 日　２版 1 刷
 2014 年 8 月 31 日　３版 5 刷

 ＮＰＯ法人みたか都市観光協会
 181-0013
 東京都三鷹市下連雀 3-24-3-101
 TEL.0422-40-5525

4カ国語の音声による解説がこのペンで聴ける！

国旗を選んで
STEP1

なぞるだけ
STEP2

▼

みたか都市観光協会
http://kanko.mitaka.ne.jp/

みたかの情報をスマートフォンで！
この冊子に掲載されている店舗情報や、市内の観光案内を
スマートフォンのアプリケーション「ふらっと案内」でもご覧
いただけます。

GPSと連動させることで、現在地から近い順に見どこ
ろや飲食店などのおすすめスポット情報が表示される
アプリケーション。無料でダウンロードできます。
※「ふらっと案内」はソフトバンクモバイル（株）の登録商標です。

▼Android端末の場合
Google Playで

「ふらっと案内」を
検索し、ダウンロード

▼iPhone、iPadの場合
App Storeで

「ふらっと案内」を
検索し、ダウンロード

無料で
ダウンロード

みたか観光
案内所にて

好評レンタル中!!

ふらっと案内
とは？

7 音声ペンは当日午後６時までにみたか観光案内所にご返却ください。
それではみたか散策をお楽しみください。

7） Have fun exploring Mitaka city!
 Please return the talking pen to the Mitaka-City Tourism Association Office by 6 pm.

7） 请在当日下午6之前把语音笔还回三鹰观光介绍所。
 请尽情享受三鹰之旅。

7） 음성펜은 당일 오후 6시까지 미타카 관광안내소로 반납하여 주십시오.
 그럼 즐거운 미타카 산책이 되시길 바랍니다.

6 音声ペンのレンタルをご希望の方は身分証明書をご提示いただき、
申込書にご記入ください。

6） Please complete the application form to rent the talking pen, and show your 
personal ID such as, passport and driver’ s license.

6） 想要租语音笔的游客需要出示身份证，并填写租借申请表。

6） 음성펜을 대여하고 싶으신 분은 신분증을 제시하시고 신청서를 써 주십시오.

5 音声ペンのレンタル料金は１日100円。
保証金として500円お預かりし、音声ペン返却時に返金いたします。

5） The rental fee of the Mitaka Walking Map talking pen is 100 yen per day, and 
additional 500 yen deposit will be required. The full amount of your deposit will be 
returned when you bring it back to the Mitaka–City Tourism Association Office.

5） 语音笔的出租费为一天100日元。
 出租时，先收取500日元押金，还语音笔时，将此押金退还。

5） 음성펜의 대여료는 하루에 100엔입니다.
　 보증금으로 받은 500엔은 음성펜을 반납할 시에 돌려 드립니다. 

4 次に聴きたい場所のマークをなぞると解説が始まります。

4） To listen to the guided message of the visited site, scan the voice mark on the map.

4） 然后，用语音笔点一下想要听的地方的语音标志，解说就会开始。

4） 그 다음, 설명을 듣고 싶은 장소의 마크에 펜을 갖다 대면 해설이 시작됩니다.

3 まずペン先で国旗マークをなぞり言語の選択をします。

3） Scan the flag on the map to set the language you would like to listen.
 *Japanese flag: Japanese, US flag: English, Chinese flag: Mandarin, South Korean flag: Korean.

3） 先用笔尖点一下国旗标志，选择语言。

3） 우선 펜 끝을 국기 마크에 갖다 대어 언어를 선택합니다.

2 音声ペンのキャップを外し、電源ボタンを長押しします。節電のため、
３分間使用しなければ電源は自動的にオフになります。

2） To start using the talking pen, remove the cap of the pen and press the power 
button for a few seconds to turn it on.  When not in use for three minutes, it 
automatically turns off.

2） 打开语音笔的笔帽，稍长时间地按电源键即可使用。为了省电，
 如果超过3分钟不用的话电源会自动关闭。

2） 음성펜의 뚜껑을 열어 전원 버튼을 길게 누릅니다. 절전을 위해 3분간  
사용하지 않을 시에는 자동으로 전원이 꺼집니다.

1 みたか散策マップは専用の音声ペンでなぞると日本語、英語、中国語、
韓国語による音声解説が聴ける仕組みになっています。

1） You are able to listen to the voice guided messages of the visiting sites in English, 
Chinese, Korean, and Japanese by using the Mitaka Walking Map talking pen.

1） 《漫步三鹰地图册》，用专用笔一点， 就可以听到日，英，中，韩语的解说。

1） 미타카 산책 지도는 전용 음성펜을 갖다 대면 일본어, 영어, 중국어, 
한국어로 음성 해설을 들을 수 있게 되어 있습니다.

日本語 中国语English 한국어

日本語 中国语English 한국어

［ 現地案内 ］

太宰治文学サロン（入場無料）

三鷹市下連雀3-16-14 グランジャルダン三鷹1階
（三鷹駅南口徒歩３分）
Ｔ Ｅ Ｌ：0422-26-9150
開館時間：10:00～17:30
休 館 日：月曜日・年末年始
	 　 (12月29日～1月4日）
※月曜日が休日の場合は開館し、
　翌日と翌々日を休館

とっておきスポット 


